
兵庫県南部地震を契機として平成8年に改訂された道

路橋示方書では，非線形動的解析にもとづく耐震設計法

が導入されました。このような背景のもと，耐震設計に

関する種々の研究報告1）や設計事例の研究2），3）が行われ，

その成果としてモデル化法やその数値解析法などが明確

になり，非線形動的解析法の適用が一般に定着してきた

ように思います。

しかしながら，設計者が実際に非線形動的解析法を耐

震設計に適用するためには，骨組みデータや質量データ

の他に，非線形解析特有の数値解析データなどの作成作

業が省けません。また，設計ベースの知識の他に非線形

動的解析に関する知識も必要であり，ゴム支承設計時の

トライアル計算など従来の耐震設計業務とは比較になら

ないほど複雑化，困難化しているのが実状です。このよ

うなことを考えますと，現状の既存の耐震設計システム

は，実用性や効率性といった観点において，まだまだ不

十分であると思われます。

そこで，橋梁形式として普及率の高いゴム支承を有す

る連続けた橋に着目し，専用の耐震設計システムを開発

しましたので以下に報告します。

本システムの概要

本システムは，弾性ゴム，免震ゴム，ピン，ローラー，

固定（橋軸直角方向のみ）などの支承を有する水平分散

構造の連続けた橋の耐震設計を支援するシステムです。

入出力については，インターフェースにGUIを活用す

ることにより，設計情報から動的解析データを自動的に

作成して，データ作成の省力化を図り，作成されるデー

タの正確化や複雑な非線形解析の簡易化などについて配

慮しました。また，計算および照査については，ゴム支

承設計時の初期値設定からトライアル計算までを自動的

に行い，連続けた橋の耐震設計について大幅な効率化を

図っています。

なお，動的照査だけでなく，ゴム支承については常時

および地震時保有水平耐力法の照査も考慮したトライア

ル計算を行い，橋脚躯体については耐力照査も行います。

プログラム処理の流れ

本システムの処理の流れを下図に示します。

なお，色付き部分は，本システムの自動処理項目を示

しています。
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主な特長

本システムの主な特長を以下に挙げます。

①　設計データから解析モデルへの自動変換機能

②　ゴム支承の形状トライアル機能

③　免震橋の対応

④　計算書の自動作成機能

⑤　掛け違い位置での遊間のチェック機能

各種形状入力画面

従来の解析ソフトのように骨組み入力をせず，下図の

ような橋梁形状を直接入力するような設計技術者向きの

入力インターフェースを提供します。

上図以外に，上部構造の各種断面形状，下部構造の外

形および断面形状，各種基礎形状の入力画面，また，動

的解析モデル作成用の要素分割データ画面なども用意し

ています。

下部工統合システムにおける本システムの位置付け

本システムは単独で連続けた橋の動的照査を行うこと

ができ，さらに，当社開発商品の下部工統合システムで

運用することにより，支承の検討業務や下部構造の詳細

設計を一連の作業で行うことができます。

省力化の対象となる作業

耐震設計作業の中で動的解析ソフトを運用する場合に

比べ，本システムを利用すると以下の作業について省力

化を図ることができます。

①　動的解析用骨組みデータの作成

②　非線形パラメーターの算出

③　計算書のまとめ

④　データチェック

⑤　各種ツールおよび各種データの管理

おわりに

特定の橋梁形式を対象とすることにより，動的解析と

耐震設計を一連の作業で行うシステムの開発が可能とな

り，このようなシステムを利用することが，設計技術者

が動的解析を実用的に活用していく近道と考えます。

また，ラーメン橋，アーチ橋，トラス橋など動的照査

が望ましいとされている橋梁形式専用の耐震設計システ

ムをシリーズ化していくことが，耐震設計環境の向上を

図る有効な方法だと思います。

最後に，本システムが橋梁の耐震設計に携わる設計技

術者への動的解析の普及に寄与することができれば幸甚

であります。
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